
現状・課題
敵は、着上陸侵攻対処能力を増強し、防空能力を向上した複数艦艇により着上陸侵攻するとともに、わが島嶼部正面の海域において、
継続的に海上輸送を実施して侵攻能力を維持・増進する。これに対し、我は協同対艦攻撃を実施して敵部隊の着上陸を阻止し、島嶼
占領の既成事実化を阻止する必要があるが、現有装備は敵の脅威圏外から火力発揮するために必要な射程が不足している。

インプット
（資源）

アクティビティ
（事業内容） 目標性能・コスト（初期）

アウトプット
（試作品の製造・技術の確立）

アウトカム（成果目標） インパクト
（我が国の防衛への効果）整備計画・運用構想

（中長期）試 作

マルチプラットフォーム化
車両、艦艇、航空機からの
発射技術

整備計画

・令和１０年代の各種プラット
フォームに搭載

・既存艦艇及び航空機への搭載
に伴う改修は必要最小限となる
よう設計検討を実施し、経費を
抑制

運用構想
敵の脅威圏外である遠方から、
多様なプラットフォームからの運
用が可能なスタンド・オフ・ミサイ
ルにより洋上の敵艦艇等を撃破

総合評価

各国の早期警戒管制能力や各種ミサイルの性能が著しく向上している中、本事業を実施することにより、侵攻してくる敵艦艇等の
撃破や我が守備部隊等の援護のため、より遠方から隊員の安全を確保しつつ火力を発揮でき、我が国のスタンド・オフ防衛能力の
向上に寄与することとなるため、必要性が認められる。
また、多様なプラットフォームからの運用を前提とし、努めて早期の装備化が求められている本事業において、開発経費の抑制及
び開発期間の短縮のため、地発型・艦発型・空発型の一体化開発及び既存の研究開発成果を最大限活用する計画としている
ことは妥当であると判断する。

＜研究開発実施線表＞

試作品

「１２式地対艦誘導弾能力
向上型」のプロトタイプとして、
誘導弾等を設計・製造し、納
入

技術的課題の解明

長射程化による対艦
攻撃能力の向上

被侵攻島嶼正面の全海域
及び海峡部等を通過する敵
を撃破可能

開発期間の短縮
各種試験を整理統合し、リ
スク解消のステップを最小化
することで、必要な開発期間
を大幅に短縮、早期装備化
に寄与可能
（ただし試験設備競合や試
験人員不足等、技術管理
面のリスクに留意）

長射程化システムインテグ
レーション技術

〇長距離飛しょう性能向上
伸展構造大型主翼、ジェッ
トエンジンの作動領域拡大、
RCS※１低減
〇誘導弾データリンク
衛星を経由したUTDC※２
〇多様なプラットフォームから
の発射技術

技術試験

その他

開発経費等の削減
既存装備品の開発成果を
活用した効率的な開発

【政策目標（大綱との関係）】
【施策目標（中期防との関係）】

・従来の領域における能力の強
化（スタンド・オフ防衛能力）

相手方の脅威圏の外から対処可
能なスタンド・オフ・ミサイルの整
備を進め迅速かつ柔軟に強化す
る。
・装備体系の見直し

装備品のファミリー化、装備品
の仕様の最適化・共通化、各自
衛隊が共通して保有する装備品
の共同調達等を実施
・装備調達の最適化

装備品の効率的な調達に資す
る計画的な取得方法の活用や維
持整備の効率化を推進

【防衛技術戦略】
脅威圏の外からの対処を行うため
のスタンドオフ火力などの必要な能
力を獲得

【防衛生産・技術基盤戦略】
装備品のファミリー化、装備品の
使用の最適化・共通化

総事業費
（予定）

約９９９億円
※

(８か年計画)
※試作経費

地発型：3～7年度
（５か年計画）

艦発型：4～8年度
（５か年計画）

空発型：4～10年度
（７か年計画）

関連事業
「１２式地対艦誘導弾
（改）」及び「島嶼防衛
用新対艦誘導弾の要素
技術の研究」

誘導弾
（地発・艦発・空発）

・既存の研究成果や
開発成果の最大限活
用及び試験の整理統
合による開発期間の
短縮
・地発・艦発・空発の
誘導弾を一体化開発
するとともに、努めて構
成品の共通化を図る
ことで経費を抑制

試作品の発射試験、
フィジカル・シミュレーショ
ン試験等をし、誘導弾
の性能を評価する。

１２式地対艦誘導弾能力向上型（地発型・艦発型・空発型）
着上陸侵攻事態（本土及び島嶼）に際して、侵攻する相手の脅威圏外である遠方から火力を発揮して、洋上の敵艦船等を撃破するとともに、我が守備部隊などを掩護するために
使用する、多様なプラットフォームからの運用が可能なスタンド・オフ・ミサイルとして１２式地対艦誘導弾能力向上型（地発型・艦発型・空発型）を開発する。

※１ レーダ・クロス・セクション （レーダ反射断面積）
※２ アップ・トゥ・デート・コマンド（各プラットフォーム

からミサイルに指令を送信する機能）

年度 ３ 4 5 6 7 8 9 １０

実
施
内
容

＜研究開発実施線表＞

試作（艦発型）

技術試験 / 実用試験

試作（地発型）

試作（空発型）


